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は じ め に

本報告書は、 平成15年度に沖縄市立郷土博物館へ寄贈

された輿志平朝蒲氏製作のバ ー キを調査したものです。

本市上地は、かつてバ ー キづくりが盛んだった地域です。

輿志平氏は、その上地において、長年バ ー キづくりに携わっ

てこられました。

その技術はたいへん素晴らしく、 上地におけるバー キづ

くりの伝統が、 製作されたバー キに表現されております。

本報告書が、地域や学校、各家庭において広く活用され、

本市の文化財について考える一助となることを願ってやみ

ません。

末尾になりましたが、 調査にご協力いただいた多くの

方々に対し、 感謝を申し上げます。

2008 （平成20) 年 12 月 19 日

沖縄市教 育委員会

教育長 箕榮城玄昌



凡 例

1. 本報告書は、 平成 15 年度に沖縄市立郷土博物館へ寄贈された輿志平朝蒲（よし

ひらちょうほう）氏のバ ー キ28点の調査報告書である。

2. 調査は平成12年度に基礎調査を、17年度に本調査を行った。

3. 調査は、 下記のメンバ ー で行った。

調 査：木下義宣（沖縄市文化財調査審議会委員）

調 査補助：宮城昭美（沖縄市立郷土博物館）

宮城利旭、 辺土名初美、 嘗真香、 金城直子（前郷土博物館）

比嘉賀盛（市文化財調査審議会委員）

報告書作成：比嘉清和（郷土博物館）

協 力：池原直樹、 崎原恒新（市文化財調査審議会）

4. バ ー キの名称については、 輿志平氏への聞き取りによる。

5. 輿志平氏製作バ ー キ資料には、 バ ー キ以外のものも含まれているが、 竹細工製

品の総称としてバ ー キと呼ぶこととする。

6. 輿志平氏製作バ ー キ資料において、 蓋付きかご、 手提げかご、 茶碗かご、 果物

かご、 つりかご、 チリカゴ、 ウミデイ ー ルについては、 輿志平氏が本土の講師

に習ったもので、 上地では製作されていないものであるが、 奥志平氏の高い技

術を表すものとして掲載した。 また、 かご（六つ目編み指導用のサンプル）は、

輿志平氏が講師として六つ目編みを指導する際に用いたものである。
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沖縄県の主な有用竹・笹

日本における代表的な竹はモウソウチク（孟宗竹）、 マダケ（苦竹）、 ハチク（淡竹）の温帯系の3

種である。県内における竹科の植物は、 11 属 40 余種（種、 変種、 品種、 栽培品種を含む）が知られ

ている。 その中で、食材、建材、生垣、庭園樹などに用いられている主なものは、下表のとおりである。

種類 属名 名称 方 言 名 主 な 用 途 特 徴
マダケ （苦竹） カラタキ（唐竹）、 御用竹 （公儀用） 稗は高さ18 � 20 m、 径10cmに
Phyllostachys カラタケ（西表）、 として王家のた 達する。樟皮は緑色。3~4年
bambusoides カラダイ （与論、 めに用いた。砂 後に灰白黄色になる。節は2環

西表）、カラデー 、 糖樽のたが（帯）、 状。筍は4~5月に出る。稗は
デー 、 マーデー 雨傘の骨、 笛、 弾力と靭性に富み耐久力が強く、
（奄美）、 カラデ 船具用、 高級花 竹材中もっとも工芸的性質にす
（喜界）、 マデー 籠類、 物干竿、 ぐれる。沖縄では、 旧美里村が
（加計呂麻） 鯉織用竿、 トー 生産地であったが、 絶対量が少

カチ（斗掻）、 竹 なく、 県外から購入していたた
フゾウ（煙草入）、 め、バ ー キ類には殆ど用いなかっ
蕎 た。美しくて丈夫な竹。

ホテイチク クサンダキ、 チ 釣竿、 杖、 格子、 中高木で高さ8~10 m、 径 3~
（布袋竹） ンブクダキ、 チ パイプ、 花籠類、 5cm、 基部の節間はごく短い。琉
Phyllostachys ンブー ダキ （釣 庭園用、 鑑賞用、 球王朝時代に導入され、 各地で
aurea 竿の意）、 アハタ 門松、 枝は幕、 群落を見る事が多い。稗は強靭

畠
キ、 クサンダイ、 根の分部は細工 だが絹物細工には適しない。
チボタキ（西表）、 物に利用

＾ 竹
マダケ グ サンダキ （石

垣）、 チャグダキの
地 （与那国）

モウソウチク モー ソー 、 モー 筍は食用 （中国 稗は高さ10~15 m、 径20cmに

は （孟宗竹） ソー デー （奄美）、 の孟宗が病弱の 達する。節は単環状で、 若い時
に 予 Phy llostachys ヤマトゥデー（喜 母親のため寒中 は短毛がある。枝は秤の中部以
な heterocycla 界） に筍を求めた故 上の節に2 本ずつ互生する。筍る ヽと 事から、 その竹 は4月に出て食用にされる。葉

嘉ち
Vヽ

をモウソウチク は枝先に2~8個ずつつく。中
と称する） 国原産で、1736年に薩摩藩に献

る 納したものが日本各地へ広がっヽ

た。沖縄では生育は良くない。
ケイチク 秤は高さ10 � 18 m、径5~9cm。
（桂竹） 戦後、 台湾より導入され栽培さ
＝タイワンマダケ れているが生育は良好。
（台湾苦竹）
Phyllostachys
makinoi
トウチク（唐竹） 鑑賞用。 稗は高さ1 3 m、 径5cm。筍は6

トウチク Sinobambusa 月ごろ出る。葉は小枝に 3~ 9 
tootsik 枚つく。
マチク（麻竹） 高さ10-20 m、 径15cm内外、
Dendrocalam us 稗に直角に枝を出す。戦前は本

マチク
latifolius 部町伊豆味の桃原農園ほかに栽

培されていたが、 戦後台湾より
導入、広く普及されるようになっ
た。
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ホウライチク ンジャタキ（苦 皮に粘り気があ 稗は高さ3~ 4 m、 径2~ 3cm。

（蓬莱竹） 竹）、ンジャダキ、 り、 籠作りに最 上方は多少湾曲し、 節間は20~
鴫贔

ニガダキ、 シマ 適で、 竹細工に 50cm、 肉厚で中央の空間は小さBambusa 

glaucescens ダキ（島竹）、カー 多く用いられる。 く、 若い時は 稗面に逆向きの細

ダキ、 ウビダキ 生垣や川の土砂 毛がある。枝は節から大小多数

（桶の帯竹の意）、 止め、 集落内の 出る。筍は夏から秋に出る。葉

クー ダキ（鳥籠 屋敷林として植 は小枝に3~ 15枚つく。インド

を作る竹の意）、 栽。建築用 シナ原産。九州、 琉球で生垣に

ゲッタキ、 イン 植栽したのが逸出し、 野生化し

ガタキ、 インザ た所がある。和名の蓬莱は中国

ダキ、 キンチク 伝説で仙人が住む山と言われる

（金竹、 鹿児島付 神仙境の意で、 この竹を賞賛し

近）、チンチク（種 て名付けられたとのこと。

子島）
リヨクチク マー タク、 マッ 高さ12 m内外、 径10cm位。筍

地 （緑竹） タク、 マットゥ を食用とするため台湾より導入

； ホ
Bambusa ク、 マティーク された。

見
ウ oldhamii （与那国）
ラ ダイサンチク マー タク、 マー 筍は食用、 幹は 高さ5-15 m、 径3-15cm、
イ （泰山竹） タクー 、 マッタ 竿や建築用材、 鮮緑色で光沢があり、 1 節から

； 
チ
ク Bambusa ク、 マットウク、 箸立、 運搬用棒、 多数の枝が出る。竹の皮の表面

v ヽ vulgaris マティク、 ウブ 物千し竿、 ウチ には褐毛が多い。肉質部が厚く、

ダキ（西表、 桶 カビの銭型 その向きの細工物に利用したが、

の帯の意）、 タイ 皮を利用する竹細工には向かな

ワンダキ（与那 い。琉球王朝時代より宅地の周

国） 囲などに栽培される。
キンシチク 鑑賞用。 1955（昭和30)年ごろ台湾から導

（金糸竹） 入され、 庭園や公園などの植え

Bambusa 込み用として使用。叢立性の竹

vulgaris var. で、高さ4~5 m、径8~9 c m。

striata ダイサンチクの変種で、 稗に黄

金色の線条がある。
シチク（莉竹） 高さ10~ 12 m、 径8-12cm。

Bambusa 稗はやや湾曲し、 枝が直角に出

stenostachya る。各節に1~3個の太い刺が

ある。戦前に台湾から導入され

た。
リュウキュウチ ヤンバルダキ（山 丸竹細工、 チヌ 稗は高さ1~3 m、 径1 � 2cm、

ク（琉球竹） 原竹）、 ヤンバ ブ、 チニブ（壁、 節間は15 � 16cm。琉球列島固

Pleioblastus ラー ダキ、 クン 垣根、ヒンプン）、 有。稗は強靭で建築補助材、絹物、

linearis ヂャンダキ、 チ 竹絹み障子、 天 農業資材として利用され、 枝葉

畠
ヌブダキ、 ヤ 井、 屋根などの は屋根葺きに用いられ、70~80

マダキ、 ダキ、 建築用、 庭篇、 年もっ。

＾ 竹
イヤ ー ゴロ、 ク 炭俵

の ダグン、 ササ、

〗 メダケ
デー 、 デフェ、

ニャー ゴロ、ヤー

つ ギョロ（奄美）

贔ヽる
タイミンチク シマダキ、 ダイ 竹床、 物干竿、 稗は高さ1~3 m、 径1-2 .5cm。

（大明竹） ミョー 、 デー ノ 笛材 節間は長く25cm内外。沖縄諸島

Pleioblastus ダキ、 デー モ ー の固有と考えられている。葉は

grammeus ダキ、 フクダキ、 やや薄く下垂する。庭園樹とし

クサタキ（与那 て植栽され、 稗、 枝葉ともに脆

国）、 ウシダイ、 弱なため建築補助材等には殆ど

シノ ー ル（西表） 利用されない。
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ゴザダケザサ ウムトゥダキ、 竹床、 物干竿、 稗は高さ1 ~4 m、径0.5-2.5cm。

（御座岳笹） タキャ ーマ（石 笛材矢材（伝承）、 節間は20 � 23cmあり、 枝は1

Pleioblastus 垣）、ヤマダイ（与 屋根材 ~ 2.5 mと長い。 石垣 ・ 西表島に

gozadakense 那国）、 ヤマンダ 自生する。稗は強靭でリュウキュ

イ（西表） ウチクに勝り、 建築補助材、 垣

根材、 農業用資材として利用さ

れる。 枝葉は屋根葺き用に良い。
カンザンチク デー ミョ ー、 ダ 竹床（石垣周辺）、 稗は高さ2 ~ 5 m、 径2 ~ 3cm、

（寒山竹） イミョ ー（西表）、 簾（小浜島）、 横 節間は14-15cm。 枝は節より3
｀ 

Pleioblastus ダイミョ ー ダキ、 笛（小浜島）、 竹 ~5本ずつ鋭角に出る。 葉は小

hindsii コバマダケ（石 垣用 枝の先に4~7枚ずつつく。 中

垣）、 ダイミョ ー 国南部原産。 関東地方以西で栽

チク、 クバマダ 培。 沖縄では与那国島、 小浜島

イ（与那国） に多い。

参考文献
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上地アラバ ー キ

輿志平朝蒲氏（大正 2 年生）の製作によるバ ー キ 28 点が平成 15

年 6 月 12 日に沖縄市立郷土博物館へ寄贈された。 これらのバ ーキは、

1953 年～ 1983 年頃にかけて製作されたものであるが、 戦前から上地

で作り続けられたバ ーキづくりの技術が受け継がれている。 ここで

は、輿志平氏への聞き取りを交えながら、 戦前における上地のバーキ

の時代背景を紹介する。

沖縄本島において竹細工の村として知られていたのは、 南部地区

では南城市佐敷の小谷と新里、 北部地区では宜野座村の祖慶、 漢那、

名護市伊差川、今帰仁村、中部地区では、旧美里村や越来村一帯であっ

た。「ス ーキカンナー」という沖縄民謡に
‘‘

越来間切ぬ上地どやいび一

しが荒バ ーキーや買みそーらに
”

と村から村へ品物を売り歩く行商人

たちの活気あふれるやり取りを歌う曲がある。 歌の節にも登場するように、 上地はアラバーキが有名

で、 “イ ー チアラバ ーキ ー

”

と呼ばれていた。

「… 上地は上地アラバーキ ーという名前がついたおかげで、 潤いができたん

じゃないかと。 だから全体的に言うて、 上地の経済を何して（支えて） ＜ 

れたのはこの竹細工なんだと。」

輿志平朝蒲氏はそのように語る。輿志平さんは戦前の上地で実際に竹細工に従事され、 竹細工の講

師もなさった方である。

上地ではもともと竹細工が盛んだったので、 上地で作られたアラバ ーキは「上地アラバーキ」と呼

ばれていた。 この上地アラバ ーキが、 上地の経済をささえた。

「このタマナ（キャベツのこと）バ ーキを作る場合にはですね、 上地の部落

内ならばもう、 どうしても 4、50 名（の方が）作ったと思いますが。 夜もで

すね、 ひどい人は 2 時間ぐらいしか寝てなかったんじゃないかと思います。
うい ー ち じんかみふ

もう、 “上地ぇ銭神降と 一 んど 一 （上地はお金の神様が降りてきている）
”

して評判だったからね。」

上地では昔から副業としてバーキを作っていた。
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「…耕地面積の広いところは副業はあまりなかったと思いますがですね。 上

地は面積が小さいから、 昔から副業は盛んだったと思います。」

農地の多い地域では農業だけで生活できるが、 農地の少ない上地にとって副業である竹細工は大事

な収入源であった。 だが、以前はまだ「銭神降る」ほどの収入源とはならなかったという。「銭神降る」

状況になるのは、 昭和5年に上地副業組合ができてからである。

その前に、 輿志平さんの子ども時代を振り返ってみることにする。

バーキとの出会い

輿志平さんがバー キ作りをはじめたのは 10 オ頃である。 親戚の家に遊びに行ったときに見よう見ま

ねで作りはじめた。

小学4年生の時に学校でバ ー キ作りをやったが、 仕上げのところで自信がなかったので、 家に持ち

帰って近所の方に教えてもらい、 翌日学校で仕上げて提出した。 するとそれが県に出品されて見事 1

位になった。 そのあと本土へも出品され、3位になった。 輿志平さんは、 小さいころからバ ー キづく

りの才能を発揮していた。

「私はもう、 今は人間になったと思っております。」

奥志平さんが突然こう言いだした。 周囲はどっと笑いにつつまれる。

以前は何だったんですかとたずねる。

「あの時分はですね、 小学校出る時分、 また、 10 代の

終わりまで、（中略）
‘‘

それがは人間にはならない（立

派な大人にはなれない）
”

と言われるぐらいやんちゃ者

で、 そしてこのバ ー キグワ ー チュクヤ ー （竹細工を作

る人）して遊んで歩いて、 農作業は全然やらないし… 」

意外な答えが返ってきた。 周囲からそう言われるほど、 バ ー キ

作りはまだ理解を得られていなかった。 周囲の人はこう思ってい

た。「奥志平さんが農作業をやらないのは体のどこかが悪く健康体

でないからだ、 陰で竹細工をして遊んでいるのはそのせいだ」と。

しかし、 輿志平さんが農作業をやらなかったのは、 決して体のど
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こかが悪かったからではない。 家庭の境遇のせいだった。 輿志平さんの家庭は、 広い農地を持ってい

なかったため、 子どもの頃からバ ー キ作りをしていたのである。

竹細工がどんなにうまくても評価されない。 その時、 奥志平さんは何を思っただろうか…。

だが、 そんなバー キグワ ーチュクヤ ー が、 いずれ上地の役に立つことになる。

上地副業組合の設立

昭和5年、 上地副業組合が設立された。

当時の沖縄は、 冬キャベツの産地として全国一を誇り、 国内はもとより朝鮮や中国東北部にも出荷

していた。 そのキャベツの出荷用として、 竹かご等の需要が急速にのびたのである。 副業組合では竹

製品の統ーが行われ、 品質改善や技術の刷新を追求した。

副業組合では、 県から招かれた本土の講師による講習が行われた。 輿志平さんは17歳の時に初めて

講習を受け、 いろいろな技術を学んだ。

竹細工の生産は、 組合が千個単位で業者と契約し、 各人へ割り当てるという方法で行った。 一人あ

たりの割り当てはバ ー キ25個・ ミ ー バ ーラー 4個であった。 割り当てをこなすと、 奨励金がもらえた

という。

竹細工の需要は増加の一 途をたどり、 材料である竹は、 上地では需要のわずか2割程度しか調達で
うどうんしき

きず、 倉敷や御殿敷、 遠くは金武あたりまで調達に出かけた。

即現金収入となる竹細工は魅力的で、 各家庭では夜になっても明かりを灯しながら作り続け、 子ど

もたちも手伝ったという。

組合の設立によって上地アラバ ー キは県内で有名になり、 輿志平さんの技術もまた、 活きる場所を

得た。

職人の技

竹細工の製作はアチイラナ（厚鎌）のみで行った。 これは沖縄の

竹細工の特徴である。 本土の工芸品の製作には、 ナタを使用したこ

ともあった。

輿志平さんはこのアチイラナ1本を上手に使いこなす。 例えば、

バ ー キ作りの製作工程で一番難しいとされる竹ヒゴ作りでは、 普通

の人がヒゴを3本しか作れないところを、 輿志平さんは4本作って

しまう。

製作されたバ ー キは、 どれも同じ大きさであり、 均整がとれてい
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て美しい。

バ ー キの大きさをどうやって決めているのか聞くと「手が覚えている」と言って、 いつも同じ大き

さのものが作れるという自信をのぞかせた。

しかし技術があるだけでは職人とはいえない。 これだけ大量の需要があると、 品質を落としてでも

数多く作らなければならないこともある。

「だから、 私の物はね、 みんなで
“

あれは上手だよ
’

' という時期もあればね、

“

ありが物やならんしが、 売いぐるさぬ（あれのはだめだ、 売りにくいから）
”

といってね。」

バ ー キが大量に必要な時期には半分の材料で一つのバ ー キを作

る。 そのため、 手に持つとやわく、 非常に軽い。 逆に買い手が少

なくなってくるとしつかりした頑丈なものを作って、 再び自分の

技術をアピ ー ルするのである。

輿志平さんは、 これまで40種類もの竹細工を製作してきたが、

中にはちょっと変わった物もある。 戦時中に作った竹飛行機であ

る。

竹飛行機は、 米軍機が本物の飛行機と見誤って爆弾投下するの

をねらったものである。 鹿児島から竹細工の職人たちが来て、 竹

飛行機の図面を見たが、 職人たちは作れないと言った。 ちょうど

その時、 輿志平さんは飛行場の測量を手伝っていた。 マイクで呼

びだされ、 竹飛行機の製作を命じられた。 輿志平さんは、 竹細工

をしていた者を集め、 竹飛行機を完成させた。 米軍はねらい通り

爆弾を落としてきたが、 爆風でふわっと浮いた機体の底が竹だっ

たのを見て、 その後爆弾を落とさなくなった。

技術の伝承へむけての取り組み

竹を根元から伐るのに使ったノミ

戦後、 奥志平さんは生業としてのバー キづくりをやめた。 講師として教えることはたまにあったが、

自分で作って売ることはしなかった。 役所から講習を依頼された時も「教えることはするが、 あまり

人前に名前を出さないでくれ」と頼んだ。
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「私が竹細工やったのはですね、 ただ暇だからやっただけであってですね。

貧乏であって何もすることがないので、竹と遊んでいたら、それがお金になっ

ただけの話でありまして。」

奥志平さんは竹細工で稼いだお金を子どもの学費にあてた。 貧乏で学校へ行けなかった自分の境遇

を思い出し、 子どもたちは学校に行かせようと決意した。 竹細工で生活していくのは自分の世代で終

わりにしようと思い、 子どもたちには竹細工をさせなかった。 子どもたちは立派に育ち、 学校の先生

などになった。

しかし、 一 方でさみしい気持ちもあった。 上地アラバー キが自分の代でなくなる。 先輩から受け継

いだ伝統が失われてしまう。 自分の持っている技術をなんとかして後世に伝えたいと輿志平さんは思

うようになった。

その思いを、 上地郷友会のみなさんがうけとめた。 現在、 上地アラバー キの技術の継承へむけた取

組みがはじまっている。「月に一度でいいから、 みんなで集まって竹細工の勉強をしよう。 次の世代に

竹細工を伝えていく努力をしよう」少しずつだが、 みんな子どもの頃バーキ作りをした経験を思い出

しつつある。

（本文は、 平成12年12月19日に行われた聞き取り調査を元に構成したものである。）
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第2章 輿志平朝蒲氏製作バーキ資料
:x ,•: 



1名称 アラバーキ 1収蔵品番号 |2003-1-0005 

製作年月日

キャベツ（タマナー）の出荷に使った。

用 途

材料素材 ホウライチク（ンジャダキ）
縦ひご（カシ）使用本数：32本(8列X2本X2) 

幅：9～10 厚さ：0.8 長さ1,200

材料寸法
mm 巻ひご（ヌチ）本数：適量

幅：9～11 厚さ：0.8 長さ：竹1本分

底の編み方 網代編み
上の縁の部分に少し隙間を空けて作っておいた。

伝承など 出荷の際には、キャベツを出来るだけたくさん詰

めた後、この隙間に紐を通して梱包した。

全体俯諏

寸 単位：mm

1· 
520 

叶法
＾ 

略 高

［
さ

耳

図 蓋

ベ
の

な
ど、ー、

備考 編み方は72ページ参照

上面
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底面

縁外側

縁内側
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I名称 アラバーキ 1収蔵品番号 |2003-1-0006 

製作年月日

土木工事の際に土砂の運搬に用いた。

用 途

材料素材 ホウライチク（ンジャダキ）
縦ひご（カシ）使用本数：32本(8列X2本X2) 

幅：8～9 厚さ：0.8 長さ：110

材料寸法
mm 巻ひご（ヌチ）本数：適量

幅：8～9 厚さ：0.8 長さ竹1本分

底の編み方 網代編み

伝承など

全体俯諏

寸 単位：mm

1· 
400 

叶法
＾ 

直

径

略

耳

図 蓋

の

な

ど
ヽ

備考 編み方は72ページ参照

上面
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底面

縁外側

縁内側
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I名称 ミンバーキ 1収蔵品番号 |2003-1-0007 

製作年月日

掘った芋や、堆肥を入れ運搬するのに
用 途 使用した。

材料素材 ホウライチク（ンジャダキ）
縦ひご（カシ）使用本数•32本(8列X2本X2) 

幅：7～10 厚さ：0.5 長さ：1, 000 

材料寸法
mm 巻ひご（ヌチ）本数．適量

幅：8～10 厚さ：0.6-0.8
長さ竹1本分

底の編み方 網代編み

4個の耳をつけそこにロ ープを通し、
伝承など 天秤棒の両端に対で吊して使用した。

全体俯諏

寸
単位．mm

1· 
440

叶法
＾ 

直

径

略 高

：
さ

耳

図 蓋

＼
の

有
無

な
ど
｀ー、

備考 編み方は72ページ参照

底面
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縁外側

縁内側

使用状況
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I名称 ンムジョーキ 1収蔵品番号 |2003-1-0008 

製作年月日 1978-1979年頃
主食である煮た芋を入れて食卓上に

用 途 置いて使った。

材料素材 ホウライチク（ンジャダキ）
縦ひご（カシ） 使用本数：32本(8列X2本X2) 

幅：7．5 ~ 9 厚さ：0.5 長さ：900
材料寸法 使用本数は途中から増える。

mm 巻ひご（ヌチ） 本数：適量
幅： 3．5~4 厚さ：0.5

長さ竹1本分
底の編み方 網代編み

家族の数によってンムジョーキの大きさが変わった。
伝承など 芋の皮は、豚のえさにもなった。どの家庭にもあった。

全体俯厳

寸 単位：mm 450 

1
法 1· ＾ 

略 高

］
さ

耳

こ図 蓋

の

な

ど、-、

備考 編み方は72ページ参照

上面
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底面

縁外側

縁内側
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1名称 Iユナバーキ 1収蔵品番号 |2003-1-0009 

製作年月日 1945年頃
トーカチ（米寿）の祝いで、米を八升八合

用 途 入れた。

材料素材 ホウライチク（ンジャダキ）
縦ひご（カシ）使用本数：36本(9列X2本X2) 

幅：7 ～8 厚さ：0.8 長さ．1, 000 

材料寸法
mm 巻ひご（ヌチ）本数•適量

幅：2 ～ 3 厚さ．0.8 長さ竹1本分

底の編み方 網代編み （補強材有り）
マグイ（縁周り）の下まで米を入れると八升八合

伝承など になる。そのため、マグイを作る前に砂を入れ、
大きさを確認した。

寸 単位：mm 460 

全体俯諏
1· ·1 ＾ 

略 高

邑びこ二/-二迪>

さ

耳

図 蓋

の

な

ど、ー、

備考 編み方は72 ペ ー ジ参照

上面
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底面

縁外側

縁内側
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I名称 ユナバーキ 1収蔵品番号 |2003-1-0010 

米などを量る時に使用した。
用 途

材料素材 ホウライチク（ンジャダキ）
縦ひご（カシ）使用本数：32本(8列X2本X2)

幅：6～8 厚さ0.3 長さ：950
材料寸法

mm 巻ひご（ヌチ）本数：適量
幅．4 厚さ：0.3 長さ：竹1本分

底の編み方 網代編み （補強材有り）

伝承など

寸 単位：mm 345 

全体俯厳
1· ·1 ＾ 

略 高

き［ミニー、ぷ〉50

さ

耳

図 蓋

の

有 底の補強材：2本X4方掛け無

な 幅：0.6-0.7 長さ：300
ど
、一 厚さ：0.5

備考 編み方は72 ページ参照

上面
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底面

縁外側

縁内側
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I名称 フタバーキ（身部） 1収蔵品番号 |2003-1-0011 

物を入れて蓋をし、紐を4カ所の耳に通して

用 途 縛った。蓋なしで入れ物として使用する

事もある。

材料素材 ホウライチク（ンジャダキ）
縦ひご（カシ） 使用本数：50本

幅·5.5-7.0 厚さ：0.5 長さ：1,050 X 15列 x2本

材料寸法 長さ：900 X 10列 X2本

mm 巻ひご（ヌチ） 本数：適量
幅：5.5-7.0 厚さ0.5

長さ竹1本分

底の編み方 網代編み
耳が付いている。

伝承など 底のカシは1 列3本で、立ち上がり部分から2本。

全体俯諏
寸 単位：mm 380 

I◄ .. 1 ＾ 

直

径

［ ］コ略 高
側面

さ

耳

図 蓋 I. 
340 

.. 1 の

有

平面 こニ
無
な
ど
ヽ�

備考 編み方は72ページ参照

上面
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底面

縁外側

縁内側
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I名称 フタバーキ（蓋部） 1収蔵品番号 |2003-1-0011 

物を入れて蓋をし、紐を4カ所の耳に通して
用 途 縛った。蓋のみを入れ物として使用する

事もある。
材料素材 ホウライチク（ンジャダキ）

縦ひご（カシ） 使用本数．50本

幅：5.5-7.0 厚さ：0.5 長さ•700X 15列X2本

材料寸法 長さ：850X 10列X2本

mm 巻ひご（ヌチ） 本数：適量
幅：5.5-7.0 厚さ：0.5

長さ：竹1本分

底の編み方 網代編み

伝承など

全体俯諏

寸 単位：mm 445 
1 .. .1 ＾ 

側面 ［ l ニョ略

耳

図 蓋 | 305 | 
の

□□ 
有

平面無

な

ど
シ

備考 編み方は72ページ参照

蓋のみで使用する場合
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蓋底面

蓋上面

縁外側

- 27 -



I名称 ミージョーキ
1収蔵品番号 |2003-1-0012 

穀物の実と殻をふるい分けたり、干したり
用 途 する時に使用した。

材料素材 ホウライチク（ンジャダキ）、銅線
縦ひご（カシ）使用本数：64本X2方向

幅：8.0 厚さ：0.3 長さ：400-700

材料寸法
mm 縁竹 本数：4本（外側、内側各2本）

幅・ 15 厚さ•3 長さ：1,800

底の編み方 2本飛び網代編み
40年前に作った。

伝承など 縁竹は、7~8cm間隔で銅線で縛ってある。

寸 単位．mm

全体俯厳

略 高 |さ

耳

図 蓋
一

の

有

、-—一ーニ

、一

備考 編み方は74ページ参照

上面
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底面

縁外側

縁内側
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I名称 ミージョーキ 1収蔵品番号 |2003-1-0013 

大豆、麦、穀物をより分けるもの。
用 途 ユイでより分けた物をさらに細かく分ける

時などに使った。 (P38参照）

材料素材 ホウライチク（ンジャダキ）、針金
縦ひご（カシ）使用本数：63本X2方向

幅：8．4~10厚さ．0.3 長さ：400-700

材料寸法 外皮•たて方向、ワタ：よこ方向に使用
mm 縁竹 本数4本（外側、内側各2本）

幅：15 厚さ3 長さ：1,900

底の編み方 2本飛び網代編み

石川先生（新潟出身の方で県から技術指導者として

伝承など 派遣）から教わった。縁竹を縛るのに現在は針金や
銅線を使用しているが、以前はヤマカズラで縛った。

寸 単位：mm

全体俯諏

略 高 |さ

耳

図 蓋
一

の

有
<ごこ ーニ

‘-•‘ 

備考 編み方は74ページ参照

上面
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底面

縁外側

縁内側
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1名称 ミージョーキ 1収蔵品番号 |2003-1-0014 

穀物をふるい飛ばし選別する用具。
用 途

材料素材 ホウライチク（ンジャダキ）、銅線
縦ひご（カシ）使用本数：71本X2方向

幅：8．4~10厚さ：0.3 長さ：350~830

材料寸法 外皮とワタ混ぜて使用し、模様を作った。
mm 縁竹 本数：4本（外側、内側各2本）

幅：15 厚さ：3 長さ：2,050
幅•25 厚さ：3 長さ：2,050X 1本

底の編み方 中央部：花ますあじろ編み（模様：3X3個）
外側部：連続ますあじろ編み

伝承など 縁竹は、9~10cm間隔で銅線で縛ってある。

寸 単位：mm

全体俯諏

略 高 |さ

耳

図 蓋
一

の

有
‘‘`― ーコ江無

な

ど
、--‘

備考 編み方は74ページ参照

上面

- 32 -



底面

側面

縁内側
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I名称 ミージョーキ 1収蔵品番号 |2003-1-0015 

穀物をふるい飛ばし選別する用具。
用 途

材料素材 ホウライチク（ンジャダキ）、銅線
縦ひご（カシ）使用本数：47本X2方向

幅：6．6~0.8厚さ：0.03長さ：300~550

材料寸法 外皮とワタ混ぜて使用し、模様を作った。
mm 縁竹

幅：13 厚さ：4 長さ：1,400X 4本
幅：40 厚さ：3 長さ：1,400X 1本

底の編み方 中央部：花ますあじろ編み（模様：3X3個）
外側部：連続ますあじろ編み

伝承など
縁竹は、7~8cm間隔で銅線で縛ってある。

寸 単位：mm

全体俯諏 ＿ 

＾ 

I 略

耳

図 蓋
一

の

有

‘--—ー ニ

、-

備考 編み方は74ページ参照

上面
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底面

縁外側

縁内側
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I名称 ユイの仲間 1収蔵品番号 |2003-1-0016 

穀物のふるい分けに使用

用 途

材料素材 ホウライチク（ンジャダキ）、銅線
縦ひご（カシ）ワタを使用、本数：20本

幅．8~ 1 0 厚さ：0.3 長さ：300~550

材料寸法 巻ひご（ヌチ）外皮を使用
mm 幅：2．5 ~ 3 厚さ0.3 長さ竹1本分

縁竹幅：20X2本 長さ：1,600
押さえ竹（ささら割）幅 ：5

底の編み方 ざる目編み

伝承など
異志平さん自身で考案し、 製作したので呼び名はわからない。

縁竹は、4.5~6.5cm間隔で銅線で縛ってある。
寸 単位：mm

一

＾ 

全体俯厳

l 略
さ

耳

図
の
有 ‘---／ 二互無

な
ど、J

備考

底面
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上面

縁外側

縁内側
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I名称 ュィ 1収蔵品番号 |2003-1-0017 

穀物をふるって小さいクズや土などを下に
用 途 落として選別する。ユイでの作業の後に、

ミージョーキを使う。

材料素材 ホウライチク（ンジャダキ）、銅線
縦ひご（カシ）外皮を裏向きに使用

幅：5～6 厚さ： 0.3 長さ： 300~600

材料寸法 28列 X 2 X 2+2=114本

mm 縁竹幅： 15X 2本、11X 2本
長さ． 1,600

押さえ竹厚さ： 4

底の編み方 二つ目とびあじろ編み
隙間3. 3mm~5mm 

伝承など
輿志平さん自身で考案し、 製作したので呼び名はわからない。

縁竹は、4.5~6.5cm間隔で銅線で縛ってある。
寸 単位： mm

ー·
＾ 

全体俯諏

略 高 |さ

耳

図 蓋
一1.. 

の
有

一直無 ‘‘`― 

、-

備考 編み方は74ペー ジ参照

上面
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底面

縁外側

縁内側
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I名称 Iサギジョーキ 1収薦品書号 l2003_1_0018 

製作年月日

用 途

1973年頃
食べ物を入れて軒先などの涼しい場所に
提げておいた。

材料素材

材料寸法
mm 

硯物が撫いので

寸法取り出来ない

底の編み方

ホウライチク（ンジャダキ）
縦ひご（カシ）

幅： 7～8 厚さ： 0.8 長さ： 300~600

縁竹幅： 15
長さ： 1500
厚さ： 2～3

花ますあじろ編み

伝承など
編み目模様を石川先生から教わった。手提げの4本編みが

難しい。蓋をT度良い大きさに作るのが難 し い。

単位：mm

全体俯轍

略

図

寸

法
（

直
径
・

高
さ
・

耳
・

量
の

賓
撫
な
ど
）
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卜
編み方は74ページ参照
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蓋を開けた内側
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I名称 蓋付きかご
［収蔵品番号 12003-1-0019 

製作年月日 1953年頃

食べ物の保存容器として使用していた。

途

材料素材 ホウライチク（ンジャダキ）

蓋
縦ひご（カシ）：外皮とワタを使用

部
幅：5～5.7 厚さ：0.3 長さ：200~440

材料寸法 29列x2+1本＝59本

mm 縦ひご（カシ）：外皮

； 幅：7．5~8.5長さ：650貫指し幅15~16長さ250

巻ひご（ヌチ）幅：22~25

花ますあじろ編み（外皮が表側になるように）底の編み方

伝承など

全体俯諏

17歳くらいの時、石川先生に教わった。昭和5~6年頃から

上地でも作られるようになった。ヌチは二本で編む。

1953年5月26日ペルリ提督来琉100周年記念展覧会

ー等賞受賞作品（賞状あり）

単位： mm

略

図

寸

法
（

直

径
・

高

さ
·

耳
．

蓋
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無
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ど
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叶

蓋を開けた状態
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上面

側面
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I名称 1手提げかご 1収蔵品番号 l2003-1-0020 

製作年月日 1953年頃

食べ物を入れたり、花器として使用した。

用 途

材料素材

材料寸法
mm 

底の編み方

ホウライチク（ンジャダキ）
縦ひご（カシ）使用本数：11本＋15本

幅：8～8.7 厚さ：0.3 長さ：680

巻ひご（ヌチ）本数：適量

幅：2 厚さ：0.3 長さ：竹1本分

差し込み竹（ワタ）幅：13~16長さ：320 10本

その他取手材足材有り

筏編み
石川先生から教わった。

伝承など

単位：mm

全体俯諏

略

図

寸

法
（

直
径
・

高
さ
・

耳
・

蓋
の

有
無
な
ど
）

350 

手提げ部分
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縁外側

縁内側

底面
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I名称 Iムチウブサー

l収蔵品番号 {2003-1-0021 

製作年月日

全体俯諏

用 途

材料素材

材料寸法
mm 

底の編み方

シンメーナービで、ウニムー チ ーを蒸す時に

使用する。
ホウライチク（ンジャダキ）
縦ひご（カシ）使用本数：36本(12本X3列）

幅：9～10 厚さ：0.5 長さ：500~800

巻ひご（ヌチ）本数：適量
幅：9～11 厚さ：0.2 長さ：竹1本分

外縁の芯材：ツルグミの徒長枝
六つ目編み

伝承など

略

寸

法
（

直
径
・

高
さ
·

耳
·

蓋
の

有
無

な
ど
）

単位：mm

570 

‘‘---- コ

編み方は82ページ参照

上面
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底面

縁外側

縁内側
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I名称 茶碗かご 1収蔵品番号 |2003-1-0022 

製作年月日

茶碗や湯のみ入れ。また、果物入れとして

用 途 使用した。

材料素材 ホウライチク（ンジャダキ）
縦ひご（カシ） 使用本数：30本(10本X3列）

幅．6.8~7.3 厚さ：0.3 長さ500
材料寸法

mm 巻ひご（ヌチ） 本数：適量
幅•9~ 1 1 厚さ：0.8 長さ：竹1本分

底の編み方 六つ目編み

下の足部は後から差し込む

伝承など

単位：mm

全体俯諏
14 315 ·1

[O〗
法
＾ 

略
耳

図
蓋

＼ I 己
の

有

無

I
◄

280 -1
ヽ

備考 編み方は82ページ参照

上面
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底面

縁外側

底面縁内側
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I名
称 茶碗かご 1収蔵品番号 |2003-1-0023 

製作年月日

茶碗や果物入れとして使用した。

用 途

材料素材 ホウライチク（ンジャダキ）
縦ひご（カシ）使用本数：27本(9列X3本）

幅：5．5~6 厚さ：0.3 長さ：550
材料寸法

mm 補強用ひご 本数：3本
幅：14~16厚さ：0.3 長さ：200

底の編み方 六つ目編み補強材入り
下部の足のところは後から差して作る

伝承など

単位：mm

全体俯諏
1
4

竺 1

寸
法
＾ 

高

略 さ

耳

＼ ］ 戸蓋

図 の

| � 
有 225 

•I
ヽ

備考 編み方は82ページ参照

上面
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底面

縁外側

縁内側
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I名称 かご（六つ目編み指導用のサンプル） 1収蔵品番号 |2003-1-0024 

製作年月日

小学校などで子どもたちにバーキ作りを

用 途 教える時に、かごのサンプルとして作った。

底補強材をそのまま残した。

材料素材 ホウライチク（ンジャダキ）
縦ひご（カシ）

幅：0.45~0.6 厚さ： 0.3 長さ： 45

材料寸法
mm 底補強材 本数：3本

幅： 1．5~1.6 厚さ： 0.2 長さ：20.5

底の編み方 六つ目編み

伝承など

単位：mm

全体俯鰍 |� 
250 

►

1一

寸

法
＾ 

| t 
高

略 さ 一
耳

蓋

＼ I コ図 の

a 〗
、一

I. . 
備考 編み方は82ページ参照

上面
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底面

縁外側

縁内側
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I名称 果物かご 1収蔵品番号 |2003-1-0025 

製作年月日 1953年頃
みかんなどを入れる。

用 途

材料素材 ホウライチク（ンジャダキ）
縦ひご（カシ）使用本数： 14本

幅：9 厚さ：0.3 長さ：500
材料寸法

mm 巻ひご（ヌチ）本数：適量
幅： 2.0~2.3 厚さ：0.3 長さ：竹 1本分

菊底編み

底の編み方 底の中心から10巻くらいはヌチを立てて
巻き、同じ道を通る。1 1 巻からざる目編み
で次第に立ち上げていく。

単位：mm

全体俯諏 | .. 230 
叶

一

寸

| |法＾ 

略 高
一

さ

耳

＼ 7 二
図 蓋

の

有 1. 16
0 

►I

Q:節を使って

｀ 

3カ所に足を付けた。

備考

上面
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底面

縁外側

縁内側
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I名称 1果物かご I収蔵品番号 12003-1-0026 

製作年月日

果物を入れる。

途

材料素材

材料寸法
mm 

ホウライチク（ンジャダキ）
縦ひご（カシ）使用本数：16本

幅：7～9 厚さ：0.3 長さ：500

巻ひご（ヌチ）本数：適量
幅：2.2~2.5 厚さ：0.3 長さ：竹1本分

底の編み方

菊底編み
底の真ん中から9巻は巻ひごを立てて同じ
道を通し、10巻目からざる目編みで編む。

全体俯諏

mm

◄

位
265 

►

 

略

図

寸

法
（

直
径
・

高
さ
·

耳
・
蓋
の

有
無
な
ど
）

文 7豆

底4カ所に足を付けてある。

可
1

上面
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底面

縁外側

縁内側
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I名称 ソーキ
1収蔵品番号 |2003-1-0027 

製作年月日

洗った野菜の水切り等に使用。
用 途

材料素材 ホウライチク（ンジャダキ）

縦ひご（カシ）使用本数：22本(11列X2本）
幅：5～7 厚さ：0.3 長さ350~530

材料寸法
mm 巻ひご（ヌチ）本数：適量（外皮を軽く削ってある。）

幅：1．7~2 厚さ：0.8 長さ竹1本分

底の編み方 ざる目編み
未完成であるが、製作過程を

伝承など 知る事ができる。

単位．mm

全体俯諏 |� 
340 

·1
寸

法
＾ 

直

径

略
耳

図
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上面
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底面

縁内側

縁外側
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I名
称 カジラーティール 1収蔵品番号 |2003-1-0028 

製作年月日

ヤマモモの実を入れるのに使用した。
用 途 耳に紐を通し、腰に結んで使用した。

材料素材 ホウライチク（ンジャダキ）
縦ひご（カシ）使用本数32本(8列X2本X2 方向）

幅：5～6 厚さ：0.3 長さ：850
材料寸法

mm 巻ひご（ヌチ）本数：適量
幅：2.2-3.5厚さ：0.8 長さ：竹1本分

底の編み方 網代編み（補強材4方向に入る）
山モモをとる時に使った。

伝承など 山内、諸見里、上地で使用された。
4カ所に耳有り。

単位：mm

全体俯暇 |� 
210 

1 
寸

法
`｀-＾ 《入 4

直 1 
` 

145 
径

l 略
高 2 1 5 さ

耳 ＼ 
蓋
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ロ ］
ど

ヽ�

備考 編み方は87ページ参照

首部分
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底面

縁外側

縁内側
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I名
称 カジラーティール 1収蔵品番号 |2003-1-0029 

製作年月日 不明

ヤマモモの実を入れるのに使用した。
用 途 耳に紐を通し、腰に結んで使用した。

材料素材 ホウライチク（ンジャダキ）
縦ひご（カシ）使用本数： 36本(9列 X2本 X2方向）

幅： 7～9 厚さ： 0.3 長さ：1,100
材料寸法

mm 巻ひご（ヌチ）本数適量
幅：3～4 厚さ：0.3 長さ：竹 1 本分

底の編み方 網代編み（補強材4方向に入る）
山モモをとる時に使った。

伝承など 山内、諸見里、上地で使用された。
4カ所に耳有り。

単位：mm

全体俯諏 I .. 
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叶
寸
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備考 編み方は87ページ参照

首部分
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底面

縁外側

縁内側
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I名称 つりかご 1収蔵品番号 |2003-1-0030 

製作年月日 1983年頃

漁をしている間、生け賛代わりに海につけて

用 途 おく。魚が逃げないように蓋が付いている。

材料素材 ホウライチク（ンジャダキ）
縦ひご（カシ）使用本数： 10本

幅： 5.8~6.6 厚さ：0.3 長さ：700

材料寸法
mm 巻ひご（ヌチ）本数：適量

幅：2 厚さ：0.3 長さ：竹 1本分

底の編み方 菊底編み

石川先生から教わって作った。

伝承など 耳4カ所（耳に紐を通して使った。）

単位：mm

全体俯諏 1 .. 
115 

.. 1 蓋部

寸
＼ 7 g :
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耳 110 
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備考

蓋の内部
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底面

縁外側

蓋の底面
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1名称 チリカゴ 1収蔵品番号 |2003-1-0031 

製作年月日 1973年頃

机の横に下げてゴミ入れとして使用した。

用 途

材料素材 ホウライチク（ンジャダキ）
縦ひご（カシ）使用本数：32本(8列 X2本 X2) 

幅： 9～ 10 厚さ：0.8 長さ：1,200

材料寸法
mm 巻ひご（ヌチ）本数適量

幅：9～ 11 厚さ： 0.8 長さ：竹 1本分

底の編み方
材料はワタの部分を使うので材料の

伝承など 節約が出来る。
作り方は17オの頃石川先生に教わった。

単位：mm

全体俯諏

1-
140 
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法
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上面
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底面

側面（使用状況）

内面
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I名称 ウミディール

全体俯諏

製作年月日

用 途

材料素材

材料寸法
mm 

底の編み方

伝承など

寸

法
＾ 

略
耳

蓋図 の

な

ど
、-

I収蔵品番号 |2003-1-0032 

釣った魚を入れるのに使った。

ホウライチク（ンジャダキ）
縦ひご（カシ）使用本数：32本(8列X2本X2) 方向

幅6.5~8 厚さ：0·3長さ：950

巻ひご（ヌチ）本数：適量
幅：2.5-3.5厚さ： 長さ：竹1本分

網代編み 蓋は菊底編み
耳4カ所（耳に紐を通して使った。）

単位：mm

蓋部

二
k

165 J 三

I• 
190 

叶

11111 
170 �| 

備考 編み方は87ページ参照

蓋を外した状態
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底面

上面

蓋の内側
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ミ ー ジョ ー キの作り方
ヽ

ノ

ァ°
ラス

：連続ますあじ‘ろ十四方ぁじ‘3繕乃

し，t、·応：竹ヒコ '1 の中と）豆さをかうえること．

麟
淑足口（方紅•ガシL言う） ：斤ケの表皮（一番が）を便う

・中＼〇mm, mo、4~0,5…れ，長さ 80Cれ→1本（真中のヒコ
‘｀
となる）．

・ヤ8 �')'W\. ．和 0 、4~a5mm．長さio Cffl. →26本・70 必う 2.0年・60!i'\.-,2年・
50c..M→ 10本 （中心卸 l古長<..外像lIt矢 l)c コ ＂ を使う） ⇒合計り昧

碩 t:.コ
‘
'（カシ） ：竹Tの腐演部（身竹：方言て‘亀二 待五， 三香ヒジ

‘
口言ぅ）を使).

沖 lmm、)和(')、+~o，巧t爪 、 長エ8加凡→ 1本（真中で使用する）

・中ゎ～た，和0、4/\.,, I), S-m,....,長さわ C爪→26年· 70口切砂-丑0年 ・

和と→ {04- t=:;>合計75牟
°口稔竹：中20 ～し、）和 3 ?1\..1>'\.. ，長さえ仇→4-$，中 3叫”‘用さ 3m 爪，

(2年かヤ (0~1氏”II\）

°ステンレス歿L念す金井20（中 0、 9況巳） 長豆m→9本

声麟編三李ホ祖？
＜竹t.コ＇‘の呼び方：方言名〉縞ゲ方

==

● 

江• 9� , I• 9 

ら1尖

， i, ＂” マ説t:コ ｀‘表虔4
I‘

i 

t
作
::i渭百恥叫紐齢ロ..1:. ．． L手唄」

社ば U るが、 � : 1.表皮ィづ田 夭一

包ドl1紐祁t -- ー．．，．～ 表皮を；
姑い‘ ら誌めて、 乙並へ‘‘

喋朋砧：ヽ l朽 Iミ
- ll ， 中央¢,

扮hおむ．

コ

使う．

I I
筆

. I パ積ピず：身
． 

| 
I 

ヽ c • - -- -
2.'111..:t11\羹)ヒを

I � i I. l 11 の下 、 —
屁フン、／ ／冨版で、J和そ

l 
― 

‘ 
/ ＼・九

(� 乙ひ‘゜ {
i 

七9E9 9 
, • L W 

'＇ 五_,'•J�ヽ , 

' I ;、：・ メ． ＇以下、
i, 

， ！ 誂叱月
直団 1 ヽ l芥哨

， 9 9 

'
. 

1 五＋
＇

ふ＇t紅'o'五—'0- -=-!.•玉＾ヒ 19 九社江

き：表l芝れ表

3の虹t:.コ
‘‘

(80�）を
にして．ヤ六

‘
~o- ナナ

和反乙足で‘押える．
香ぶげm m 中mゴ

‘
と

。

ほ疇環紛‘)

噂中に砂与唸i0
坪ヒコ シ り中央部ー‘•O• 一

三•四の上五•六 ・ 七〇下，

叫二と経り返す．（三本
叶且乙りう）

も同様 9 て二‘： 三
’
•四＇のヒ，

硫乙峰り返す．
石対莉知で右恨杓
叶さ兒明し、左側の言免明

略する．
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.,,, 
↑サ↑

紅9ll.ヰ和心心血
・

ユー•9：そ芝置紅-NI-+ヤt+tt+

“
3
2
1
0
 

3. 様ヒコ
‘‘

1 を入れる．蝶ヒコ｀‘ り

鰈0 香 I)下 ー。 ニ ・ 三q..t:. ，ヨ五
＇（三がなt給'六• t• 八の下（五ふ砂‘や加）九 ・ ナ・

t-d'l...t:...，十二の下， t=- ・ ヤ国・ヤ主祉J:..,
以下二本砂‘ 緯目で下上-,f- C赤点
リ逗し．

4. 禾責ヒコ"2�入れる．
飩ヒコ ＇｀ 二'•一／• D ・一・ ニ仁（ 玉和O'）,

・ム ” 

三皿豆咋（ユふとび）， 六 の上（一

目 ）、七 ・ ）＼ ・ 丸の戸 t·t-·t 二 •tユ•
十田のJ::_ I ャ王ヤ六・・ ・ の下．以下三

硼冷上 t:l..� t.コいか— 序毛i�び｀ で楼位i
るが．＇戻潔9こ 1さ定着ざでる．

I ---.. `  

1 

， 

I 

華 · 7= 
-

I ＇ 
I 

杉Z Z 、 ン /
’

/： ／ククん·’ 

I 
； 

＇ 匪

5積ヒ J ‘• 3 ヒ入れる．
坪t.コ ’'-I• 0 • 一 り .r:.

I
ニ ・ 三 ・ 匹の下 1

以下三本砂紐戸袷逗尻

z麿ば、で押える

6 ．榛ヒ1
‘、
4 を入れな

続口 0 d1l:.,—•二•三の下，四•五•

六• t• ハの上，九 •t·t一 の下， t -=- の
J::.. 

I 
t.::.. ・ ヤ us. t:li.の下，»AF三本�四‘

`

鳩れ楼り返す。
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l
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9
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3
31
ti
4
24;
2
;
2
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2
;
(
 

m本甘
公の月巧縞

}
｝
lJ
}

一

7. 横ヒコ
‘‘ 5を入れる．

紹足ヒゴ＇ 二'•一 I• O• 一・ ニの下（玉あ屯び‘)、
三•四五 0上に和び）、六畔（一 月）、七•
｝したaに（三本こび‘‘).. +•+--t:=..•t三 ・ヤ
吋（王本とが），以下三本とがあ辺丸
斥袂り返し e

8碩ヒコ‘‘

6を入かる．
犀ヒコ‘‘―‘ . o• 一の下、＝ ・ 三匹n共

見下ユ本とひ‘‘ あし... 9の t凍 り返し。

9積ヒコ‘‘

7を入れる．
製ヒコ‘‘ =-’ •一'•O· 一 ・ ニの下， ニ・ 日

玉_f).t:. ，六の下＇七•ハ•九＾J:.，以下
三苓とひで おじ‘ うの科とり逗し。

IO．積ヒコ‘‘ 8 を入れ7;,.

綬ヒコ ‘'0の上，ー・ニ ・ 三咋，田 ，

玉—•六·亡•ハ tr) 1::::.. 
I

れ• +•+- n 下，
.l)人下三茶とな‘ な u... 3,.,f全り返し。，

11. 積貨ヒコ‘‘ 3を入れる．

5 ．様：ヒコ ｀｀ 3�国し'‘.

l2 積ヒコ
｀＇

［Oを入いる．
縦ヒコ... ‘二‘ •一‘•O •一 ・ ニ叫二，三 ・ 国・五

の下，六りt..,七 ・ ハ・ 九の下，以、下三本
知 ‘ 砂碕り逗し。

13. 噸ヒコ ‘'l l を入れる
競ヒコ ‘‘ 0の下、一•=•ユqJ::. ，四岳：
六 t。‘/＼の下，以、下三狂 b•3(/)�9
返し．

{4積ヒコ ‘. lZ 色入訊る．
祝たヒコ し'-1. 0•一の下，二•三•四の

_t:_， »碍三本ぁじ＇ うの糸桑り返えし．
15. オ黄 t..コ ‘‘ l3 を入訊ろ．

賛ヒコ ｀‘ 0 の下，ー•ニ ・ 三町ヒ、
臥下三本ぁ U｀ ろn 峠 l)返し．
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16. 横ヒコ'‘|4を入れる
節t.コ＂ニ-‘•一'• O 、一、二の上、三四•

玉の下， Lナ、J::.三本とし‘•あb‘ろの糸呈り返
し．

円．桔ヒコ"|5を入れる。

様it:. コ‘`3.9と用い

冷積ヒコ"lb を入れる。
統乞ヒコ’• OのJ:::.—二、三の下、以、下

三本砂｀•あじ‘ろの詮リ返し．

|9 ．積ヒコ ‘‘ 97を入れ�.
綺とヒコ＂二[-'• O• 一・ニの下，三皿

玉心 I ],心F 三石、にがあb和禄り返、し．

20．オ黄ヒコ ｀‘ l8を入れ�.

琺ヒコ ‘‘ O, 6, IZ乙同い（三未匹
劣じろ）

21 ．積ヒコ'.l9と入れる．

翠ヒゴ0の下．一、二•三立，以下
咋とひ ｀、 あし‘｀ ろの諄り返し．

2Z積ピコ‘、 20を入れろ．
糸従ヒコ ‘‘ ニハー'•O •一•ニ�のJ:.， 三 匹

玉の下，以下三本どぴ多心ぅ碍記返、

23. 横ヒコ"2/�入れる．

積 tコ ｀、 3• 9. l 5乙）司し‘` 。

Z4横 t:コ‘‘ 22 f.入れる。
積ヒコ‘‘

I らど）司ぃ．

25. 樟iヒコ 、·23を入れな
芥羞にコ"l7 ど �u` 。

26. オ羞口 24 E:.入れな
硫ヒコ ‘奮 18と尼じ ‘ .

27積ヒコ ‘ . Z7 E_入れみ．

積口I q i::-同じ｀ 。

28．オ黄ヒゴZ6~3l, 92 ～ 初、 33 ～を
噌ヵロ3 紅泣吟m·二'-'o-ニュm ゃ心ヰ

竺Jヽ
1 ;“"IIl"＇＂＂"""＇＂＂"“i

措 t:コ‘`94~99を知的釉砂砂
砂うに鳩んて｀ ‘

l J く。

：こ二二幽幽し閏躙閻肥ー一

盈亘諷謳 ° i.J唱扁疇言｝
29,下の方にI I~、38'を禾杓iv.

／か（司きを変えて．積t ヒコ ’`I I

忍二鵬霞暉疇〗和知加庭形
ぅ o. 和則 I：：十七～三ハ這

~3B 1 を 1 ~98と司U｀にうl：：：

命扁Kて‘ ` 1)< . 

お．
c•------＝町D i 芦

愕＝可 四＝昌 礫t:.J‘臼 十七～三ハと琴
瓢匿 とび砂うで紐む．

゜烹罰 | I OOII Il II I 名/J\ . 31ご
＇

戸ご二‘閃
·····-····--·······---· .一・．．．こ息•9・・ニ••~--- - -- -- ----9可•〒,．．．．．．"..員E・"..．．．．..．．．．．．．．胃●●● ● ● ●�--·· ··•···-·-···-···· 応｀ ろC"稔む。億紐柊3)
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＜底綺 完成図 ：連続ますあしい ろ
（中央砕7J)

こますあじ‘ う
（和辺卸）

咋豆合がこ〉
ヤ心
墨..—+f\',；遠王0-=-z年）叩ヰ

9 9 9 ， ●  9 -岩如＇t：iITTl H I I I I | 11 1 l ·f l | I l l l l l I I l l 
-;；戸ーニニ

． ，． 十7I.Jヽ七
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マ
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A
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ュ
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ユ
d
A
3
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ユ
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サ
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\ -·- - ' ' ' 
戸芦
.3..ニと・—→� `’‘‘’`→幽｀二

l l ||| I I l f l | | I I I l l I I I I | | | 1 1|--‘‘... ，l マ ---

ごごと五
‘
えI⇔沃血•三

＇
二'—•o-=-2田五六ti\＇ 九ャここi

直
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ー．
ヽ
J
i
f
C
ヽ
9
J•Jヽ
ァ
ー。＇
：
9,J
,

匿
32. 図5の秀如佼えたのを皮が裏 ：： fEるようk 裏返えす．（ I図 6)

”、 俎力の中心力‘ ‘

円周＂緑遠）て
り半径30口の円と梼り釦哨をぽ濯<. • (I釦）

吋ヒJ`．を内側に曲ヴる．長くて余分なヒJ
‘

は．t/1 ＇）取る．

一〗ーじ
”

翌ー
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祈1)拍ヴ・中にざレ込む

口籾森竹2年

r_il
 

切J取る．

キ(T'）曲，9
‘

；杯I't.切込ん

砕直径 60e,w,._ の口誌竹(2本は中20:�で上段に使用2本1 本中
• 0~ ` 15mml ：：し下疫に使用すみ）を作る． 和則，てなる Ol I さ．吐度茎竺遵駅，
外側にな臼もの Iさ．竺堕達竺団庄向Itて1乍る．（図9)

直径 60 CJ,\ の 内用ぱ， 3. 14 X 60.::.） 88.4C爪になみ．

35、 J::.. の 0稔竹ど入れみ． 虹
＂
、タト1割を下から入爪，仮に内伺I を上が入瓜釦金で1虹吋み中央部四ザ(T0 和 (0本をそ小も爪打り曲j'、中にさし込む

中央枷10本丘；
巧叶屯に出レ込 I

―-． i. 和2入れ頃Iこ

亡三三三三三ゴk

元町·ぃレ込む ぃ心
残‘飛巧取る． 上かられる．
切和叩下の ↑ 、 外側を史に入”

和竹を入爪可知古 9) ． T 
戸 ”ら入瓜1'.

36．下の口砕竹を上と同し、毎噂責c ‘‘ 入爪，坪紐和竹江巧心，金t釦和．

ョ％叫函 II)

向叫9油祖（味）
”け外度が外叩（味）

國

厚 "―-． 1111-

● _ 

-●

園
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ミ ー ジ亘—宍完成図

平面図

ステンレス釘全ご

芍
‘八み、金愴こ

三倶ll面図

ロ伽

二主遵

直
断面図
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／

ヽ
六つ目かごの編み方

ヽ

ノ

主（ 二）
·誕ヒコ ‘'：長さ60 CW\. ，中6吋m以，恥0,3…只

℃- ～o,5 
12xう ：： 36本 中色そうえること．

•危さt.ゴ：長さl午0 (.W\. 、中6~1心が、恥03mm
~0,5 

咋 ．

·誘が口 ｀＇ ：長さl f/.0 C.,w... I 中四5仇～’!逗呪 が

2本 伝五:;；a¢、”喀くする．

知 l40-、中2 mが、和l,5- 凡

1本

・ヘヲ叶：長さ愁坐竺し、中埒如…い， l和lぷ れい

珪し六角形の項点の対角粒叫紅
•ステンレス釘金� 和，q ?ll�1知）、2 ↑

亭て底を鵠今
·綬t.コ｀｀をタト皮が＂表にながうに
様に1本量<. 1のヒ尤

• 2^ t:.コ＂ の中閉惹、 セ＼の中明、苔，
位で60 ° -z:..'交差さ也る．（紐＂下）

3
 

ー

直 い＂になう・
3を2.o,F. 1 �.t.t�レ交差3也．

各ヵヽ• 6o•0交わるようにする．

（合ウ一ユニ）

•翠t:1"：長さ60~85必，中8-11"1-
序さ1、5～ぇ仇た

12xう：：う6本

絃愁さヒコ｀｀ ：表さl90-，中J!i-炉7…

房さ;2..~3 仇か

2本

長! I If 匹ぶ、ヤ Z

恥ぇ～3 がん

1本
あるいは 、ソ 1 レク＂ミの技

令7仇ぃ位 19()仇

2 ヽ

匿
6 t 2戸平行I�差レ込あ。

1-c5�J::.下を入れ変え5t_
上にする．

4
l

 

2

/
 

3

\

“'

 

直
＋を2 の J::、効F豆祝ろように

差レ入れる．

ー

＃
1

 

1咋恥交悟、ア't:" 1 豆"..t:.下を
入れ史え1 を 5の..t:.!＝する．（下図）

5
 

2
 

4
 

匝
6がI�ずれなくなる．

中央の空閤が正六角切になる．
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3 s: ,.2 

し・

＂ 共．3

紅 m、右下さ軽＜斉江ヴ．7と
5·3の下から2·6の上へと遜Lす・

イぎ、こ"Zt:7をJ::下入爪変え．
妙...i:. •ウが＂ F になうようにする．

2 と 6の左下を粒＜釦吋
8� 2·6の下

込む．
, 7· I ．千m..t:.へ差レ

2
 

位， <1) 2と7吐臼；
心変え、”←..t:..2.が"F
に来るようにする．8か'‘
ぱずれなくなる．

ウ点の9乙牛の二F
を入れ変え 、 千が'. .t:.. 
8が下に来るようにする．

5 ← ? 2 、 ? ―` ‘ -‘ ユ

困亙］

4· 1 ·'T,、左組1 を軽く1わ弓': 9 を 4-·1·7

研，8·3·5のJ:...がら入れな

咋，の 8c牛のJ::Fセ入れ交え．4が'F,

8が"...t...にまるようにする． q ガ｀’技(1なくなゐ．

10を入れみだ必工羨ェ• 5臼(/)
二下セ入れ茨ぇ． 5 カ’`．J::... 9か｀ •F lくな
ろょうにすふ

10を入れた 1灸．lOがオ反1なり:ぅ
叶町ため 5臼を入ホ度え元l 涙•1.

以下同様Iミ土曽して＼ヽ<.
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七

直 tコ‘‘が｀i善立さたらウ
下にな） tl ＼る左会｀七の向きの3、千•5·6·7を

方炉の向きの一・ 一一三•四•五の ..t:(：：する。（右令七め
白むが‘J::_ (：： な，てし況のを、左斜の向を0屯のか‘'.l::
になるゲうにする。）
<数 �I ま図I ~@10まで｀乙匂即系＞

ゑ

」ハ

ー

／

〗

／

すは

g、

がゴ

ィ

=
-

,
．
'

．

＼＂

に

二

の

-

＼

[
三

\
\\
＼
誓
〗

＼

真
を

＼
 

へ
ち

い
[

/

戸

伍

： 

や

① 

厘

3 ． 午 ｀ 5• t` 7を軽く持戸J'’` ®とア釦＇ ．

1~ 7の瓦 一 ｀ ～七のJ::..になるように入れる．
釦液げな 9 ＼ようにするため｀イ点で＇荘—,

+i:::: 二． 5 年， 6 と四 ， 7 と立かヒ Fと入れ
かえろ． 図l3のように存る．

図底が繍叩功＂）、裏がえした図（麺的F)
•六角対の項焦を中心｛て ．竹 ヒ J'は左石
司い致になゐ．

本
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（表”..t.） -[／ーー，．
I I 
← 

/ 

I I 

會一

→ 

, . ,.-、• � - � '• h 

底、の祠弦

ヘら

尼を梵強するためへら竹を配 筐四］六辺.�咋）曲ずる
ように三店入m�.中央でIす祁従t.コ ‘｀ と

差し込ま厄 I• へら竹,1表皮をJ::に

する．

医互］立江1r·
·巻きt.コ

‘・

を ア点（＝差し込む．辛恥和t.コ ｀を
位でl図12 °'tう（こ禾且み変えてあ‘ く．巻! t:コ"F
入小たウ文元のように紐一社咬える．

ー用リしたら 5~20-屯応ろ．

六角升い各立に木反を当て、内使l1て
芍り曲lJ万．

匡立うこが')

和 C3
い

2序8-っ

和c.�ヽ
·

→ 
直項

I初念かん乃•<.

ー 、 謳I―捻竹

→ 三］ →紅二］1：;
...クト

頭'1 の t.コ‘'（1可朽
タ湛1(/)t.コ ‘'は内造該

森竹を内とクトから
心叶上ギ細竹をれと
I� り全て い；••る．
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含↑金

平面包

ー ／尺囀
厘完成図（果吟‘さ） 側面図

［△祭吻、ヴ
＇

疇こ
＼／ ＼／ ＼／ ＼ ／ 

\ \‘、\ハ(\/ ／＼、I/；； 

\ ／ 
\ L-:＼土上＼ 11 _＿ 

／ ＼ ／ ＼ ／ ＼ ／ 
--―\_f_\—\ --

公
y

i\i/二_L�_
ニニ＼佐心□／／二 （：：；

：：I 公三二— 和”‘-=i

＼／／、 稔竹炉）
＼9 、 - ＿ 

ぁ�"／＃ツ吻
＇”ヽ1叉

＼ ＼ ｀ね竹1:. 巻さ込む．

手面包

直ム千ウ7"す一 の珠ィ土 l:'9ブ‘

・ゲレ応恥稔岳…し）（エ ． ツ［レグ｀ ミの
枝で円 m：：し、>{_ti'\_ (::絞t:コ ‘'の

余Iかを巻さ込む．

·取っ手を 内俣I Iご／厄全干めにして

平�リ付 I↑ふ

一ー←、さな、、、、各宕ノ迄＾ ，， 

匿臼ウブす—茫麟 1則紅図
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ティ ー ルの作り方
ヽ

ノ

ここで紹介するティ ールの作り方は、本編のティ ール製作技術ではないが、

I竹の選ぴ方1 基本的な技術として掲載した。

• 2~3年物の竹を選ぶ。節の近辺に白い粉のような物が着いているのは、1年物の
竹なので取らない。堅そうな物から選ぶ。体験で覚えるしかない。

・虫食いで穴の空いた物や、途中から枝がでているのは出来るだけ取らない。
・ヤンバルの野山に生えているホウライチク （インジャダキ）を使う。
・切り倒すときは、裂けない工夫をする。切り口の乾燥を防ぐため、節の下で切ると良い。

使うときに節を落とす 2~3日で使い切るときは、節の上で切り落としてもよいが、裂け
ない工夫をする。

・切り倒すには、廻し鋸を使うと良い。

I必要な長さ！甜唸外節↓落とし、表面の汚れをスカッチブライトや濡れた布で拭き取る。
・縦ヒゴ（ 方言でヌチと言う）用の竹を110-12ocm位に切る。3~4本必要。
・巻きヒゴ（ ヌチ）用の竹は切らずに長い物(4m位の物）をそのまま使う。3~4本必要。·

ユ

l竹の割りがなtイ）l

国
は から割る。（ 木元竹末：きもとたけうら→→木は根元の方から割り、竹は末から割

るときれいに割れるという諺）

3翠3
•竹をアジマー（くもで）を使い、4等分する。内節を落とし、二つに割る。(8等分）竹の径が

， 小さいのはこれで終了。径の大きいのはさらに二つに割り16等分にする。
ク 割った竹の幅を必要な幅（今回は7~9mm)にする。

•竹は同じ角度で割いていくとよい。大きく曲げた方に竹は薄くなっていき切れてしまう。
（図1参照）

1よ

月印‘‘角危C‘‘剥りでいく．

同＂

曲1J‘‘ たイ則が
!)、切れ1.Liう．

、 西刃の刃物

I竹ヒゴをつ各芦謬贔 ↓ 

I 図 1|
＇よ

と内 に2等分するように剥いでいく。決して削ってはいけない。（図1参照）
一番み—（外皮）、（二番ワタ、三番ワタ、四番ワタ…竹の身だけの物で今回は使わない）

・縦ヒゴ（長さ：110-120cm位、幅：7～9mm、厚さ：0. 3-0. 5mm両端25cm位は薄目に）
→→24本

・巻きヒゴ(4m位：長い竹1本分、幅：7～9mm)→→20~30本：必要な分

I編み方 l
・底を編む（シチグ ン）→→縦ヒゴを入れて周辺を編み（ スクマーシ）→→

徐々に立ち上げていく（タチアギ）→→縁仕上げ（マグイ）→→ミミチケー（耳付け）

三

奴I
J

2ふ

① の

匡：砥ヒJ‘‘ 叶牝滋I\‘‘る

〶縦t:コ"2本セ1かI t:.レ， 5列を
両足文1'1-if反て＂が甲えて·並べ‘な

©望ンヒコ'0)を積にし，19’は．29ll
舛．3�'l(7).t 、 49’Iの下，和1止這1·

0) 3列日か中lb‘ にな註うに誌
咲さを訊整桟

練もt.コ‘ヽ の長さ：じ記•2b+2C

ご
5
5

20

5

?

12
 

ひ
→

E

磁
lZt
11

但

回
＿＿
ーー

今
i

19|
「□

i

（
臼
さ
嘉u
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①
 

均上一

列数奇→
 列5

-
＂

—•―.
i

 

“

r＿
＿
＿
一＿
＿一
●
―-
l

:

II-
|
 

5

—
—

噌

3
 圧：鋭t.J‘厄碩列R入れる

®翫t.コ ｀‘ と同げ畠位のヒゴを
縦1が1の下 、 2ぶIn..t•和1のF
4列迂，5列 d) 下を迪す．

®て＇打リ返ぇレ、 5が1辻， ザ1 d)下
噸這して心◎点で
角び｀ げ）町'l列 0 下．2石'1の
上を迪し ， 5列び＾五、し7.. t:-7Jる．

·*•巻き付”t:.コ＂ パ中品を横列の
閉F函が決まるのかヒコ｀‘可項を
詞荏する．�··b嘔が同はな
るとうl� t.ゴ吋’らを調整粒．

⑤
④
③
②
①
 

列苓奇→
 ー，

 

5
 

“
 

3
 

2
 

列
ヰ{
I竺＿―-ヰ
ご

ー

—
 

ー

一
い
5
 

8-⑰
 

ー＿―――—_-
l

工
l

®豆危t:.コ‘'も®正筵t.ゴ‘

5列目ぷFから 、 千列以： 3がl可下 …

咳瓦：：J::..下と通レ 、 •3回切返
し、1が1の下且通して仁lJる．

•以下⑨～®と同し‘‘ ·ぷ5列薮
入かる．

・様:�'9り目が｀ 中心l：：：なる．

一
い

5\ ,� 

l 20 

S'I 
cn 、

19 ’l2 3 4 5 

ご 1-」
③い丑叫問I昇

ご •
=-i五

)2あ

•巻きt.コ"11. ℃ さるた‘‘ 1}綬tゴtミ

烹持するようにさつ＜巻奴よ I \ • 

圧:巻さヒコ
‘‘

ど巻＜

®巻をヒコ‘‘ 1本目を⑰点哀
1列日m下に心．2.5 ilヰ．3
列の下、千5”.t.、59llの下と迫
は行く・（表皮¢..二向�)

麟、、 一度釦‘‘ ク‘ '立疇

左右句這指を支侍、にレ、

｀□三
：�
累尽＜辿咋l知知

対面さでるとよリ．
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,�112 3千5

’↓e'「
-．

ご
麻

｀
＇
一二

⑤
④
③
②

①

圧：巻さtJ立本目a巻<.

巻きヒコ ‘‘ 2本目を＠）庶綬 1

列目の丘掛1L2-, 11可下．3列

吐 ， 千石'1�下、5列辻と退しLて
いく。巻さt.コ" 1本目と咋目

℃｀寂tコ‘'を1古3んで‘行く

ことになる．

•心 • ·HI貞次 田辺を巻 91 て行這）

点で‘ 止める ．

巻さヒコ‘‘ 2本目

l万11 2 3千5 ,

④
③い叫叫け

②

① ・セ―

ji

]

味

戸：が t.コ
＂
を残り 一辺

紅巻く

巻き'c:.ゴ2が⑰点紅す年ら・

1本目をあと ー辺〶、ざ、まひ巻＜．

・巻芝t..コ ‘‘ 2も）可棧l送詑，まで＂

巻<..
}2未

1列2 3千

＂＇心こ 虻入れう

.2 E⑤、広’止ふる

・ヘら竹：巾l恥20"'mI恥/, 5~.:2.0111.り

長さい（訊ヒコ ＂ の⑤ ． I· 5て‘‘

国まれた田隅欣喝線心長さ）
＇ と2本章偽し．左固吋芸Iて

点入
表皮を下にして対角緑

吠lてさレ込行 、 底と

固定する．
.、- O') へら竹 l中、底が‘ 1)がつ

になら存 9) にうに固足す
5とともに底の四隅を

盛仁ゥ
＂
る役恥蒻フ．

ィ±..l::...,たら取り除<.
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|I立ち上げ（夕？ヽ旦II

l手順7.：腰底孟乞
(9t終力悶翌塁竺忠品忍各混広念:信}:t竺芯は怒

曲げ癖をつける。順次回転させて残り三辺も同様に曲げる。
・両足を投げ出すように座り、一辺を床、両側の二辺を両足で挟み、編む辺を上にして

縦ヒゴを二本の巻きヒゴで挟む要領で編んでいく。
•四隅の縦ヒゴは外側に開いているので内側に引き寄せ、その都度縦ヒゴ全体が平行

に立ち上がるように調整していく。一度では出来ないので巻きながら直していく。

えつけて

股て‘‘ 挟む 喜------9 

一

---

巻きヒゴを上から
継ぎ重ねる。重ね長さは縦ヒゴ3~4本位の間隔がよい。内側からも外側からも継
ぎ目が見えないように縦ヒゴで隠れる位置で継ぐ。

・縦ヒゴの先端から上から15~20cm残して止める。二本の巻きヒゴは同じ箇所で止
めず、反対側でとめる。

げ（マグイ
ヒゴを15~20cm1し、先端を剪定ハサミで山切りにする。

•VJ 2cm、厚さ約2mm、長さ籠円周＋約15cm の竹を二本準備し、内側に入れ

゜
10cm位ずらす。両端の重なる部分は少し薄くしておく。

・イ縦ヒゴを4~5本束ねてその先端を右側の縦ヒゴで〶）の輪と一緒に巻き込む。
巻き込んだ縦ヒゴは後で抜き、その空いた穴に縦ヒゴの先端を差し込む。

・図参照

®

餞
与
（
カ
シ）

25~30叩残して
巻き込む
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I耳付け（ミミチケ―) | 
・幅7~9mm、厚さ約0. 2mm、長さ約180cmの竹ヒゴを4本準備する。
・巻きヒゴの上端から4~5段目の所に、表皮を裏にして差し込み編んでいく。
・編み方は図参照

•

I
 

•

9

 
ーへ伐、

.
‘

��

 

,
＇
i
`

1,
1

 

ざ表皮は ＇学に外偲）で．

逢中t·が｀れて反亜云
してな l) こと·

①表良を裏にして差レ父知．

®し～ 7段下へ差レ込ヴ、

裏を通')①碩左様砂
出す．

⑤外 lミ土す 、

＠疇りから迫レ、切杞て上立

迪し、 ⑦，悟、 の 反対ィ貝 'l ⑤ヘ

⑤内1則＾差凸©からクトへ

裏偵りで‘ 、たすき手卦11林
‘

に

厄も冴9

©外に出す ．

®内偲）がり迅比 、 かれ，てJ::. 屯

逍レ②、百、と同し‘｀ がTI\差レ

込む

⑧中＾過、レ 令や J::_
ヘ

® ®と）司ぃ所へ出す ．

ー・．

一

ー

`
:

I
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四f

l

.
1

.9�

→

⑩~@ ：® ～⑥と）司U`‘

@ J::.から通し
， 叫って下へ通す．

＠巻きヒコ ‘‘ 3段下中斜妃ヒコ"(J)

戸通レ石復 'I^”

⑮少しひわって

®外＾

内但lIへ

＠二殺下へ差v父＞む

⑪ ⑪ 少レか沿，て 1芍イ見l I\
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◎ 

＠二段下＾

⑳内1則へ

— 
◎二咬下へ差レ込む．
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|I底の補強 そのは
•四隅の 図のように補強する。

惟：13 mm /恥： lmm長さ．・15 c.爪

↓�8本

む込し

↑
差

奏を.r.. にして

巧造ず、、国隅の
絆と巳コ ‘‘に沿フて．
巻 tゴの中に差レ込む

|I底の補強 その2 I|

喘： 13'Yl\ ho\ 底で．・1…m 長さ：15 ふ

差レ込お 忍霊
．
 
＜)

 
」
＇

 

ー（
 

ん

る 、

‘て底

込

冷ひ‘、

レ

1

,
‘

 

則

か

差

4
 

内

ヒ

に

仇

絨
呼

↓

n
〗
叩
い

千本

•以上でティールの完成である。
・使用するときに、適当な紐を耳に通して使う。柔道着の帯が最適である。
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底の編み方：筏編み変形

5

1
[

|
 

ー

�

列

e

I 手順 1|：縦ヒゴを二本 1組で1列とし、両足で
押さえながら5列並べる。

•横ヒゴ①を縦1列目の上、2列目の下、3列
目の上、4列目の下、5列目の上の順でを差し

込んでいく。

冒
は
胃

ー
い
11

-
i-

®

の

I 手順 2l横ヒゴ②を縦1列目の下、2列目の上、3列
目の下、4列目の上、5列目の下に差し込む。

1 2 3 4- Sが1

列

―

-

[

—
I

闊

I

三
⑤

④

③

②

の

言国横ヒゴ
胃

は、横ヒゴ①と同じ。
横ヒゴ 4 は横ヒゴ 2と同じ。
横ヒゴ 5 は横ヒゴ畠と同じ。

・縦ヒゴ横ヒゴの長さ、間隔を調整する。
縦ヒゴ3列と横ヒゴ③が中央に来るようにする。

※ここで底編み を終えて、巻きヒゴを入れて巻き
始め、後は筏編みと同じよう要領でやっても良い。
この場合、隙間の差しヒゴは、ティールが完成し
その後に手順4、5の順で行えばよい。

I 手順 4卜横ヒゴ①と②の隙間に隙間埋め用のヒゴ
1本目をマイナスのねじ回しでリードして挿入し
ていく。2本目のヒゴで縦ヒゴを挟むように挿入
していく。

が5
PEEr
iF1

?．＂r.. .
 

4
テ
ー"J;．
l_
-

＂
住
f―

3
量――A.
Lす
i

rl"
ー· ↓-7

2

9-
三-＝―己
言

，
i；
J・エ

·-h�
'-t-
t

-.
i-
9
 

⑤

⑤

③

②

の

l 手順 57横ヒゴ④と⑥の間の隙間を埋めると底は
終了。

・巻きヒゴはの編み方は、筏編みと同じ。
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